
兵庫県における
ウクライナ避難民支援の状況

×

令和６年２月２３日

公益財団法人兵庫県国際交流協会（HIA）

１ ひょうごウクライナ支援プロジェクト
～兵庫はウクライナとともに～

受入方針の決定（国）
就労支援（ハローワーク）
日本財団による支援

県：庁内ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ
支援体制の調整
県営住宅の提供
こころのケア
職業訓練 等

協会：相談窓口
生活支援金支給
生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ設置
公民連携ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ運営
日本語教育 等

生活支援、市営住宅の提供、
住民サービス 等

公民連携プラットフォーム等を
通じての各種支援

相談・支援

連携

公民連携で、生活・住居・医療・就労・就学等の支援を実施



ｄ

兵庫県の避難民の受け入れ状況

２ 避難民の状況／県営住宅等の状況

（１）現在お住まいの方 56 組 107 名（R6.１.31時点）
神戸市 8３ 名
神戸市以外 2４ 名

淡路市 8名
尼崎市 6 名
姫路市 4 名
川西市 4 名
芦屋市 1 名
宝塚市 1 名

県営住宅 １５戸

市営住宅 神戸市 ３４戸

尼崎市 ４戸

芦屋市 １戸

（２）公営住宅入居 5４戸

（３）JICA関西宿泊施設の提供

8 組 19 名

累計 63組 123名

うち11名帰国
5名県外転出

（参考１）避難者数の推移（在留者数）
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全国（人）
県内（人）

【R5.12.26】
全国：2,102人
うち兵庫県：107人

令和５年度に入って、全国・兵庫県とも、避難者数はほぼ横ばい
兵庫県への新規避難者：５人
兵庫県からの転出者：９人（国外：４人、県外：５人） 4

【R4.10月末】
全国：1,968人
うち兵庫県：100人



２

ひょうごウクライナ支援プロジェクト

※募金箱の設置（本庁舎、各県民局・県民センター等）

募金総額 900,045円（設置期間 R4.3.10 ～ 5.31）

３ ふるさとひょうご寄附金（ウクライナ支援）

寄附状況 5,430件 95,497千円（R6.１.31時点）

４ ひょうごウクライナ避難民生活支援金

【参考】

日本財団による経済支援

■航空運賃

■一時金50万円

■生活費100万円/年×1人×3年

県内のウクライナ避難民に対する支援

支援内容 実績（R6.１.31時点）

生活準備のための一時滞在支援 最大 /世帯 / 世帯

生活開始のための一時金支給 /世帯 / 世帯

生活費（食費・光熱水費等） 最大 /世帯 / 世帯

合計 最大 /世帯 / 世帯



県内のウクライナ避難民に対する支援

５ ウクライナ避難民等相談窓口

相談内容 計

支援依頼 支援申出 その他
６８１件

４８２ １８５ １４ （R6.1.31時点）

相談例①（支援依頼）
住宅支援、生活支援、日本語教育、就労に関する事 等

相談例②（支援申出）
住宅・物資・就業機会の提供、通訳ボランティア 等

※神戸市も、KICC（神戸国際コミュニティセンター）、KFC（神戸定住外国人支援セ
ンター）に事業委託をし、独自に相談窓口を開設、それぞれに連携しながら対応

【令和４年３月１０日開設】場所：外国人県民インフォメーションセンター

６ ウクライナ避難民への日常生活コーディネーターの設置

内 容 支援実績
（R6.１.31時点）

暮らしへの日常支援（通訳含む） 205件

母国語等による電話での生活相談 184件

【令和４年５月２０日開設】場所（特非）多言語センターFACIL

□日常支援
住民登録や健康保険の手続き、買い物（家電製品、食料品等）、医療機関への

付き添い

□電話相談（母国語）
暮らしの中で困ったことや、知りたいことについて、アドバイス・情報提供

県内のウクライナ避難民に対する支援

在住のウクライナの方や日本語学校で日本語を学ぶ避難民も、スタッフとして活躍



（参考）日常生活コーディネーター翻訳事例

子どもと親の防災ガイドブック(日・ウ対訳)



４

７ 日本語教育等
（１）オンラインによる日本語講座と支援者向け研修（兵庫県国際交流協会）

〇 在住ウクライナの方や日本語学校で日本語を学ぶ避難民の協力により、
今、必要な生活の言葉や、暮らしの中の疑問に即応できる、効果的な教室
を展開

県内のウクライナ避難民に対する支援

対象者 内 容 実施時期 受講実績

ウクライナ避難民
（神戸市以外）

・地域の方との交流に必要な入門期の日本
語を学ぶ

R4.8.22(月)～
R5.8.28

３講座
10人

日本語学習支援者
・県内の受け入れ状況、支援体制
・心理的なケアや支援に際しての留意点
・日本語教育の実践例等

R4年度 3回開催
①R4.6/16(木)
②R4.7/13(水)
③R5.1/12(木)

①55人
②42人
③28人

授業のサポート
①言語面 ②内容面 ③心理面

ことばリストの作成
読み方（キリル文字）と意味

４

７ 日本語教育等

（２）公共職業能力開発施設が日本語教育を含む職業訓練を実施

実施機関 内 容 実施時期 受講実績

県立神戸高等技術専門学院
（神戸YWCAに委託）

・日本で働くために必要な日本語、パソコンスキ
ル、ビジネスマナーなどを身につける
・月10万円の職業訓練受講給付金が支給され
る

R4. 9.16～12.15
［３ヶ月］

４人

R5. 9.15～12.14
［３ヶ月］

1人

県内のウクライナ避難民に対する支援

※神戸市内でKICC（神戸国際コミュニティセンター）やKFC
（神戸定住外国人支援センター）が日本語講座を実施するほか、
市町の国際交流協会で日本語を学ぶ機会を提供



ひょうごウクライナ支援プロジェクト

８ こころのケア

県こころのケアセンターが、市町担当者等へオンデマンドで相談・助言に当たるほか、
既存研修を活用し避難民を支援する専門職へオンラインで研修を実施

研修名 開催日 受講実績

「被災者や被害者をささえるために
－サイコロジカル・ファーストエイド(PFA)を学ぶ－」

R4.8.16（火）～17（水）
R4

県・４市・１団体

R5
県・２市

R5.8.23（水）～24（木）

「被害者や被災者の中長期の回復を支えるこころのケア
－サイコロジカル・リカバリー・スキル(SPR)－」

R4.8.30（火）～31（水）

R5.9. 6(水）～ 7（木）

R5.2.16 JICA関西と県こころのケアセンターの共催にて
避難民・難民支援関係者間のネットワークづくりを目指し
てセミナーを開催

AI翻訳機の提供

９ 公民連携プラットフォーム○登録状況 59法人・団体 （R6.１.31時点）

県内のウクライナ避難民に対する支援

コープこうべ災害緊急支援基金「ハート基金」による
電子マネー機能付きカード（コーピーカード）の提供

支援物資等

AI翻訳機、生活用品、食料品、家電製品、住居、電子マネー機能付きカード（10万円チャージ分/
世帯）、QUOカード（５千円/人）、就業機会の提供、イベント（コンサート等）への招待 等



９ 公民連携プラットフォーム（２）

県内のウクライナ避難民に対する支援

自然災害からの復興を支援する団体と
衣料品製造小売大手従業員がコラボ、
冬物衣料の提供 22/10/9

R5.3月から伊丹市の医療法人星
晶会で働くご夫妻、日本での医師
免許取得を目指す ※神戸新聞
R5.5.2報道

伊丹の病院での健康診断の提供
23/5～
（避難した医師が言葉のサポート）

音楽を通じた交流会の提供
24/1/28 於：原田の森

４

10 ウクライナ避難民コミュニティ形成促進事業

R5 実施日 実施場所 内容 参加者数

１ ７月５日～20日 養父市立養父中学校 ウクライナ避難民撮影による風景写真展 約200名

２
８月12日～16日,19日

11月28日～12月12日
養父公民館等 ウクライナ避難民撮影による風景写真展 約200名

約250名

３ ７月26日 芸術文化観光専門職大学 ウクライナ避難民プロダンサーによる特別講義 約20名

４ ８月５日 長田区大国公園 のだきた夏祭り出店 約50名

５ ８月９日 有馬温泉 有馬温泉イベント（交流会）実施 約30名

６ ８月25日 青海波 劇場波乗亭 淡路市バレエバスツアー実施 約20名

７
10月14日、15日 多可町、西脇市 多可町バスツアー、日本文化（紙漉き、巻き寿司造

り、風呂敷包み体験）

約40名

８ 10月28日 JICA関西 JICA秋祭り（ウクライナ民芸品等の販売） 約200名

９ 11月10日 丹波市 丹波国際映画祭（ウクライナのアニメ映画上映）参加 約10名

10 11月11日 川西キセラホール ウクライナ支援チャリティコンサートでのバレエ披露 約1000名

11 11月23日 淡路島 南あわじ市バスツアー 約40名

12 １月27日 加東市
小野加東ロータリークラブ講演会＆コンサート（ウクラ
イナの歌姫 ナターシャ・グジー コンサート）

約400名

13 ２月４日 神戸市ポートピアホール 輝音管弦楽団演奏会（交流会） 約40名

避難生活の長期化等を見据え、避難民の安全・安心を支えるため、地域におけるコミュニティ
形成を促進することを目的に、避難民県内視察バスツアー、避難民同士の交流会、避難民によ
るウクライナ文化紹介等を実施

県内のウクライナ避難民に対する支援



ウクライナ避難民コミュニティ形成促進事業

ウクライナ避難民コミュニティ形成促進事業



ウクライナ文化紹介

ウクライナ避難民コミュニティ形成促進事業

◇ ◇芸術文化観光専門職大学でバレエの講義(R5.7.26) JICA秋祭り（R5.11.23）

演劇を学ぶ学生に本場のバレエダンサー
による基礎講座を実施

JICA秋祭りにて、ウクライナコーナーを、
民芸品の手作り体験等で文化交流

木田真理子准教授とのコラボ

神戸新聞R5.7.27報道

交流会＆バスツアー

ウクライナ避難民コミュニティ形成促進事業

◇ ◇多可町へのバスツアー(R5.10.14,15) 南あわじ市へのバスツアー（R5.11.23）

杉原紙の体験や、マイスター工房八千代
での巻きずしづくり等

人形浄瑠璃、イングランドの丘でのBBQ、
玉ねぎ収穫体験、そして美しいサンセット

南あわじ市長との談笑



兵庫はウクライナとともに Hyogo з Україною


